


ま  え  が  き

　障害者職業総合センターは､「障害者の雇用の促進等に関する法律」に基づき、我が国における職業

リハビリテーション機関の中核として、職業リハビリテーションに関する調査・研究をはじめとして、

さまざまな業務に取り組んでいます。

　本調査研究報告書は、当センター研究部門における特別研究「地域における雇用と医療等との連携に

よる障害者の職業生活支援ネットワークの形成に関する総合的研究（研究期間平成17 ～ 19年度）」の結

果をまとめたものです。

　本書が、障害のある人、事業主、また、障害のある人の就労支援に関わる皆様をはじめ多くの方々に

活用され、職業的視点からみた障害についての認識の共有や、地域における効果的な支援のための、基

礎的資料としてお役に立てれば幸いです。
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